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現象の数理解析
（超伝導現象、非等方性結晶成長の数理解析）
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物理学や工学に現れる偏微分

方程式の理論的・数値的な解

析。特に現象として興味がある

のは超伝導現象と電磁場の関

係であり、この現象を記述する

といわれる Ginzburg-Landau
方程式を研究対象としている。

左図は、エネルギー汎関数を離

散化して 8 万変数の最小化問

題を数値的に解いたもの。外部

から磁場を加えたときに渦糸

状の磁場が内部に侵入してい

る状態を表している。（2 次元

モデルの数値計算）

また、金平糖や雪など一様でない結晶成長の数理モデルの研究を

行っている。

主な研究分野

テーマ① Ginzburg-Landau 方程式の理論的・数値的解析

テーマ② 非等方性結晶成長（雪、金平糖など）の解析
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相談に応じられる分野･テーマ

① 現象の数理モデル化とその数理解析
社会活動

大学の地域公開事業の一環と

して、小・中学生を対象とした現

象と数理に関する公開講座を実
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